
 

白人種の知られざる英雄たち 

パート7  

我々は聖火ランナーだ 
1920年代、アドルフ・ヒトラーは国家社会主義という白人の民族運動を創

始し、それは歴史上最も強大なイデオロギー現象へと成長した。1930年
代、ヒトラーは国家社会主義を政治権力に導き、現代世界初の白人人種国
家を樹立した。1940年代、国家社会主義者たちは、ユダヤ人がスポンサー
となった西側資本主義と東側共産主義の勢力と最後の一撃まで戦った。
1950年代には、ジョージ・リンカーン・ロックウェルが鉤十字をアメリカ

に植え替え、1960年代には戦後初の成功を収めた。1970年代、運動は彼の
暗殺から立ち直り、これまでにない規模の大衆行動を行い、世界的な認知
を獲得した。1980年代には、人間の失敗、破壊工作、内部の混乱により、
運動は事実上崩壊したが、嵐を乗り切り、古い同志と新しい同志が集うこ
とのできる固定した防波堤となったニュー・オーダーの粘り強さによって

救われた。1990年代初頭、国家社会主義は国際的なレベルで再び力を取り
戻しつつあり、東ヨーロッパには広大な未開拓の支持地域が広がってい
る。 
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これが国家社会主義運動の歴史である。国家社会主義運動が発展する特定
の瞬間にたまたま生きていた個人は、善悪を問わず、これから起こる地球
を揺るがすような出来事を想像することはできなかっただろう。1921年に
アドルフ・ヒトラーに加わった地方のバイエルン人は、第一次世界大戦後

に足元を踏みにじられたドイツが、わずか20年後にソビエト・ロシアに対

する十字軍でヨーロッパ大陸をリードするようになるとは夢にも思わな
かった。ロックウェル司令官の死によって、彼が到達した白人の大衆を取
り戻す希望は永遠に失われたかに思われたが、数年後、彼らは私たちを応
援するために戻ってきた。ホワイト・パワーTシャツの群衆の中に立つ者

にとって、最終的な勝利は時間の問題に過ぎないように思われた。しか
し、そうはならなかった。そして運動は、1980年代半ばのザ・オーダーに

よる地下闘争を中心に、長い生存の10年間を通過した。そして今、地平線
に光が差し、私たちの運動は再び活気を取り戻しつつある。 

我々の闘いが本当に意味するもの 

私たち自身の過去が教えてくれるのは、1）先のことは誰にも予測できな
い、2）それぞれの世代にはそれぞれの果たすべき使命がある、というこ
とだ。 

1920年代のドイツのブラウン・シャツも、第二次世界大戦の国際親衛隊分

遣隊も、ロックウェル司令官のストームトルーパーも、ホワイト・パワー

のTシャツを着たマーケット・パークの群衆も、みな同じ目標--白人の勝利

--のために戦った。そしてそれぞれが、彼らが将来可能にする手助けをし
た最終的な勝利の一部を達成した。その勝利を達成するために与えられた
具体的な任務だけが異なっていた。茶色のシャツは、彼らの指導者が選挙
に当選することを可能にした。ヨーロッパのS.S.マンたちは武装抵抗で文
明を守った。ロックウェルのストームトルーパーは、彼の公開演説を可能
にした。ホワイト・パワーTシャツを着た活動家たちは、黒んぼの侵略か



ら家族やコミュニティのために戦った。では、私たちの仕事は何だろう
か？白人の勝利のために、私たちはどのように働けばいいのだろうか？ 

私たちは聖火ランナーの世代 

つまり、国家社会主義思想を、間もなくやってくる次の段階、つまり国民
の多くが再び白人の勝利という概念を受け入れるようになるときのために
生かしておくことが、私たちの仕事だということだ。その時は、アメリカ
人が黒人の野蛮さと経済的混乱に対する忍耐の限界に達する頃である。何
百万人ものハンガリー人、クロアチア人、スロベニア人、ルーマニア人、
ポーランド人、そしてロシア人までもがユダヤ菌に目覚め、我々にリー
ダーシップを求め始めている。 

後世の人々は、同情、称賛、そして羨望をもって私たちを記憶するだろ
う。無知と恐怖の暗黒時代を難なく通過したことに対する同情。圧倒的な
反対を押し切って理想を貫いた勇気と決意に対する称賛。この困難な時代
に、我々の意志の力と民族に対する忠誠心を疑いなく証明し、国家社会主
義の歴史の中で唯一無二の崇高な地位を獲得する機会を得たことに対する
羨望。 

われわれは、その先に何が待ち受けているかを見ることは許されない。し
かし、私たちがこの革命的な探求に出発したとき、私たち一人ひとりに勝
利への直感が与えられ、それに向かって進軍しなければならない。私たち
にとって、私たちの合言葉は「勝利か死か！」である。運動の勝利は白色
人種の生命を意味し、私たちの失敗は（そして私たちが失敗できるのは、
私たちがやめるときだけである）私たちの民族の死を意味する。しかし安
心してほしい：第二次世界大戦の惨禍を生き延びることができたイデア
は、現在の暗黒時代を確実に長持ちさせるだろう！ 



未来：白人だけのために 

私たちは決して孤独ではない。肩越しに見れば、ホワイト・パワーのT

シャツを着た大衆が見えるだろう。その後ろにはロックウェルのストーム
トルーパーがいる。さらにその後ろには、北アフリカからスターリング
ラードまで、鉤十字の人種旗の下で戦った何百万人ものヨーロッパ人がい
る。彼らの後ろには、総統のためにストリートを制したブラウンシャツの
軍団兵がいる。我々はその半世紀にわたる長い行進の先頭にいる。我々
は、つまずいたり、やめたりする勇気はない！ 

私たちの何百万人が殺されたとしても？運動は依然として前進し続け、地
球上の何ものもそれを止めることはできなかった！ニガーやスピックが私
たちの都市を腐らせたとしても？白人だけの未来に、新しく、より美しい
都市を建設すればいいのだ！私たちが悪い間違いを犯し、さらに悪いこと
をしたとしたら？私たちは、超人間的なものを目指して努力する死すべき
人間にすぎない！ 

第三帝国、ロックウェル時代、シカゴでの勝利など、我々の短い歴史の中
で素晴らしい黄金時代があった。これからも素晴らしい時代が続くだろ
う。来るべき世紀には、白人の惑星が待ち構えている。この先には素晴ら
しいことが待ち受けている。私たちは今、たいまつの煌めきの中にそれら
を見出し始めている。後世の人々が、真っ白な地球という視点から私たち
の揺るぎない決意を振り返り、深い尊敬の念をもって私たちを思い出すと
きが、いつの日かやってくるだろう。"彼らは聖火ランナーだった！" 




